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ヒ ト精液酸性 ホス ファ ターゼに関 する研究
1ウ サ ギに注射 され た ヒ ト精 液 酸性 ホス ファ ター ぜの運命
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     STUDY ON ACID PHOSPHATASE IN HUMAN SEMEN 
         I FATE OF HUMAN SEMINAL ACID PHOSPHATASE
                   INJECTED INTO RABBIT 
                         Yoshiaki TAKAO
               From the Department of Urology, Kobe Medical Collage 
                        (Director : Prof. Minoru Jogetu) 
   A preparation of the acid phosphatase partially purified from human semen was injected 
intravenously into the rabbit and the influence of the injected enzyme upon the body 
was investigated. 
   It was observed that the enzymatic activity in blood was restored to the normal level 
after increasing temporarily, and that acid phosphatase level elevated in liver. 
   It could not be proved that the human seminal acid phosphatase penetrated positively 
into any tissue when the enzyme was incubated with slices of the liver, kidney and heart. 
It was recognized, however, that a substance existing in rabbit serum was responsible for 
strong inhibition of the enzyme activity. It may indicate that the rapid disappearance of 
this enzyme in blood is due mainly to the inhibition of the enzyme.
1緒 言
燐酸エステルを分解 して無機燐酸を遊離せし
める作用を有する酵素をボスファタ ー ゼ と言








至適pHが 酸性側にあるものを酸性 「ホ」 と呼
んでいる.
血清アルカ リ性 「ホ」については早 くよりそ
の存在が重要視 され,年 令的差異(主 として骨
の成長,化 骨に起因す る増加),食 物摂取,妊
娠及 び授乳 に基 づ く生理的変動 も検索 され,臨
床的 には各種 の骨疾患4},胆道疾患5)6)の鑑別診
断 に も利 用 されてい る.こ れに比べ る と血清酸
性 「ホ」 はその存在 の知 られ るの も遅 く,臨 床
的 にその重要性 を認 め られ たのは遙 かにお くれ
た.
動物組織 における酸性 「ホ」の存在 は1924年,
Demuth7)にょり 人尿中 で発見 され,1934年
Davies8〕に より犬 の肝臓及び脾 臓においてその
存在 が認 め られた.1935年Kutsher-Walberg9)
が成人 男子 の尿 中にかな り多量 の酸 性 「ホ」 が
存在 する ことを知 りこれが前 立腺 に由来 し,特
に最 も高活性 を示す ものは前立腺組織 の ミ トコ
ソ ドリア分画 にある ことを確 かめて,始 めて前
立腺 と酸性 「ホ」 との関係 が明 らかになつた.
Gutman-Gutman・・)は前立腺組織の酸性 ホの年
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令的差異を検べ思春期 に至 り急に こ れ が 増 加
す るこ とを知つた.更 にあかげざる(Rhesus
Monkey)を用 いた動物実験 に より本酵素 の生
産が 男性 ホル モンの支配 を受 ける ことを確認 し
た11}又Moore等12)はア ドレナ リンの存在 に
よりネズ ミの前立腺分泌細胞 が刺戟 され ること
を証 明 してお り,今 日では前 立腺 の酸性 「ホ」
の増加 は生化学的 な第二 次性徴 と見 倣 れ て い
る.こ こに注 目すべ きこ とは前 立腺癌 と血清酸
性 「ホ」 との関係であつて,Kutsher-Walberg
の前 記 の発 見 に次 いでGutman-Sproul-Gut-
Man13〕が1936年に前 立腺癌の骨転移病巣 の組
織に酸性 「ホ」 の増加 してい る事実を認めた.
更に1938年Gutman-Gutmani4)は播種性転移
を有す る前立腺癌患者 の大多数に血清中 の酸性
「ホ」の増加を認めそ の生化学的性状か らこれが
前立腺 の酸性 「ホ」 と同一 の もので ある と判定
した.
Huggins(1939～40)15)16)は犬 の実験に よつ
て得 た ヒソ トか ら,人 の前立腺癌 に対 して,女
性 ホル モンを投与 した り或は去勢術を施行 して
顕著 な成果 を得,同 時 に増加 していた血清酸性
「ホ」値 の降下 するのを見 出 した17,18,
1948年T.Fischmanni9)は前立腺肥大症及
び癌 の前立腺組織 中の酸性 「ホ」 の濃 度は正常
の前 立腺のそれ と同程度 であ ると報 告 し て い
る.こ の こ とは前 立腺癌組織 その も の に 酸 性
「ホ」 が リソバ或は血行 中に直接流入 していて
血 清中酸性 「ホ」含有量 を高め ることを示す と
思 われ る.し たがつて癌が前 立腺 内に限局 して
い る場 合には血 清中の酸 性 「ホ」値 は病的上昇
を示 さないが もし病的上昇が あれば これは前立
腺 癌の転移がすでに どこかに発生 してい る と考
え られ る.し か らば血清 の酸性 「ホ」活性が ど
の程度 まで忠実 に前立腺癌の転移を示 してい る
か という点が問題 となる.こ の点 に関 しては臨
床的に非常 に興味が あ りかつ重要 な点で従来 内
外の多数 の報告20》21)22)23)があ り,Fishman24)等
は血清 中前立腺 「ホ」 の測定法を考 案 し て い
る.

























H実 験 材 料
実験動物:体 重2.5kg前後の白色雄 ウサギを用い
た.
酵素基i質:イー ス トマソコダック製のB一 グリセロ
リソ酸ナ トリウム塩60μmole/m1の濃度でpHを5.0
に補正した基質溶液を調製した.
酵素液:泌 尿 器 科 外来で採取したヒト精液を原材
































































前項についで静注後血中より急速に消失 す る酸 性

















肝 278.2 344.4 976.3 798.1
腎 388.1 338.O 472.5 74.4
脾 544.1 515.7 606.5 92.1
心 71.1 78.5 146.i 75.0
肺 214.8 206.9 295.8 81.0




































































































私は,は じめ人工的高酸性 「ホ」血症を起 さ
せる目的でヒト精液酸性 「ホ」をウサギの耳静





その第1は 注射 された酸性 「ホ」が肝に集中




























1)ヒ ト精液酸性 ホスファターゼを ウサギ静
脈内に注射 した所 本酵素活性 は一過性 に上昇 し
た後,直 ちに正常値に復す る.
2)ヒ ト精液 酸性ホス ファターゼを注射 した
ウサギの肝酸性 ホス ファターゼ活性 は 上 昇 す
る.
3)ヒ ト精液酸性 ホス ファターゼ と反応ぜ し
めた肝,腎,心 等 の組織切 片では酸性 ホスファ
ターゼを積極的 に取 り込む との証拠 は得 られ な
かつた.
4)ウ サギ血清 中には ヒ ト精 液酸性 ホスファ














































































用により出血時間 を著 しく短縮す る




内科:外 科:耳 鼻咽喉科:産 婦人科:泌 尿器科:歯 科
《包 装》 250mg2ml 5管 ・30管
文 献 進8
賦供 晶 ㊧ 曇騰
すでにご使用いただいてお ります合成止血剤ナフチオニ
ンの作用機序は ダイシノン と'は金.く異 なります 両者
の併用 は一層の止血効果が期待され ます
